
〔調在概報）

千葉市仁戸名町 へたの台古墳群発掘調任概報

発掘調 査の動 機

千葉市仁戸名町字へたの台の一角に，数駐の小

円貫からなる本遺跡が存在することは、かねてか

ら関係者の問知するところであり、すでに昭祖田8

年に、武田宗久氏によって「へたの台占rn群Jと

名付けられている（社 1)。 しかし、そのか打群

の意義 ・内容についてはもとより 、その規模・ 形

態・構成基数についてさえ、まだ lげ府には把据さ

れていなか った。

もともと千第rli内においては、 この種の円）打群

がきわめて数名く、現在までに、すでに約 7(）群、

約140駐以上も確認されているという (,;tl)。

しかしながら、これらのうち一つの 占墳群す ら、

その全貌を明らかに した本格的な学術凋介はおこ

なわれていない。たとえば、千葉市でこれまでに

実施されてきた 中原古墳群（註 2)、舟塚古墳

（註 3)、狐塚古墳 (,:F4)、荒久古内（註 5)、

七廻塚古墳（註 6)、兼坂古墳（註 7)および新

山古墳群（註 8) などをみても、いずれも孤立し

た大型の古墳か変則的古項または前方後円墳ばか

りであり、小型円墳からなる群集項が調在の対象

となったことはなかったのである．

ところで数年前より、 rliの教育委員会では、松

ヶ丘地区におけ る小学校児竜数の急激な増加によ

り、 「松ヶ丘第二小学校（仮称） 」の新設の必要

に迫られていた。種々候補地を求めて検討した結

果、その建設用地として止むなくこの古墳群所在

地を買収し、この古墳群 とともに台地の過半部を

削平・整地せざるをえない・'1咽態 となった。そこで

そのボ前調介について、市の文化財行政を担当し

ている加曽利貝塚博物館に依頼があったわけであ

る。

もちろん文化財担当者としては、この種の古墳

群については木調在であり、その紅義・内容につ

いてはイ＜明であるが、今後の研究によってその潜
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在的価値が顕現される可能性が充分にあ ることを

理由に、建設予定地の変更または古墳群仝体をそ

の敷地内に包含し、 「生きた教材」として全 l釘保

存すべきであることを強 く要請したm しかし、す

でに学校用地として買収が完了し、現在松ケ丘小

学校においてプレハプ校舎を仮設 して、児所を収

容しているが、教育効果や健康管即上問題が多く

一刻も岸く新校舎を建設しなければならず、これ

以上候補地を探している余裕がない それに、こ

の候補地も地形上狭小なため不適格であったが、

現在の状況では化むな く決定したものである。し

たがって、その敷地内に古渭群の一部たりとも包

含する余裕がなく、むしろ令体を大きく 削平し、

周辺の谷頭部を埋めて、少しでも面積を広めなく

てはならないという 。

そこで、千兜市教育委員会では、この古墳群全

体を発掘調在し記録保存に止めることに決定し、

その調在担当を明治大学の杉原荘介教授を会長と

する千薬県朽古学会に委託した。そ して、杉原教

授の御指導のもとに、現地におけ る直接の指揮は

加曽利貝塚博物館がおこなうことになった

なお、今回のような緊急事態に至った原因につ

いては、同じ教育委員会内にありながら、学校建

設の計曲と文化財保護の計画 との事前協議が全く

なかったことと、この種の古頃群の所在について

の周知徹底が欠如していたこと、そしてさらに巾

要なことは、未調脊、 未解決な問趣は、その存在

意義や歴史的価値を説得するなんらの力に もなり

えないということを改めて認識すると同時に、深

く反省させられた。

むしろこの機会に、円,-n群の意義 ・内容につい

て一つでも確実なものを把握し、考古学における

古渭群研究に資するとともに、文化財保護におい

ても、市内に残る同種・同類の遺跡の保存と活用

に確実な指針を与え るべきである、，このような見

地から、この古墳群を徹底的に調査し、可能なか

ぎりの観察を出録に止めるべく決意した。



Il 遺跡の 立 地と周辺遺跡 III 調査の方法

この古墳群は、千葉市仁戸名町字辺田台・作山 （1) 調査体制

にある。千葉市の中央部を東から西に流れ、東京 千葉市教育委員会では、この発掘調査が学校建

湾に注ぐ都川本谷を、東に約 4km遡上した星久喜 設という教育委員会内部の原因によるものである

台の下から南に分岐する仁戸名支谷をさらに1km から、なるべくは外部に喧伝することなく、教育

ほどさかのぼった南岸に、南から北に向って突出 委員会の直営事業として実施する計画であ った。

する一つの細長い台地がある。この台地は、俗に しかし、千葉市文化財保護審議会に諮問したとこ

「へたの台」と呼ばれ、星久喜 •松ケ丘の台地平 ろ、遺跡破壊の原因者が教育委員会であるがゆえ

坦部から、東方の仁戸名支谷に向 って突出してい に、ことさら、発掘憫査の徹底と公平無私の立場

る数本の舌状台地の中の一つであり、この古墳群 から、調査を公開でおこなうべきであり、民間の

は、その台地の基部に近い、きわめて狭長な尾根 専門家に委託すべきであるとの意見が強かった。

部に展開している。この尾根部の標高は平均28m この大方の意見に従って、この発掘調査を明治大

を測る （第 1図、第 2図）。 学の杉原荘介教授が主宰する千葉県考古学会に委

この「へたの台」の北側先端部の扇形！こ渭いた 託し、その御指導のもとに、千葉市加曽利貝塚博

平坦部には、縄文時代中期から後期に属する点在 物館が中心になって、実地の調査を担当すること

貝塚を伴なう集落遺跡・「へたの台貝塚」があな に決定した。その調査体制は次の通りである。

また、小支谷を隔てた西側の舌状台地の先端部に

も、縄文中期に属する環状貝塚を伴なった集落遺 調査主体 千葉市教育委員会

跡・「月の木貝塚」が存在し、その台地の基部に 担当部局 社会教育課千葉市加曽利貝塚博

近い尾根部にも、か って小円噴が数基点在してい 物館

た。 一時千葉市の麿芥捨場になったおり、その 調杏委託先 千葉県考古学会会長 ・杉原荘介

埋め立て処置の盛土のために、すでにその大部分

が削平されてしまった「取林古墳群」である。

なお、今回の調査における周辺部の関連遺跡の

追跡踏査の結果、 「へたの台」の東側にも同じ く

小さい谷頭を隔てて南北にのびる舌状台地があり

その尾根部には小円頃 4基が現存することを新た

に確認することができた。この遺跡については、

従来知られていなかったので、ここにその字名を

とって「作山古墳群」と名付けた。また、 「へた

の台」の南側基部に当る平坦部において、頃丘の

過半部を失った円墳 1基があり、古くから「聖人

塚」、と俗称されている。さらに、 「へたの台」と

その西側台地との間に刻み込まれた小支谷の最奥

部に当る谷頭の西側台地上に、鬼高期から真間期

の土師器片が広範囲にわたって濃密に散布する一

画を発見。これを「上峠遺跡」と名付けた。

従来、古墳群とそれを築いた人々の集落との関

連が捉えられたことがないが、この古墳群の周辺

にほぼ同時期に属する集落址を確認したことは、

両者の関連を追求する上で、今後きわめて重要な

意義をもつもの と思われる。

（明治大学教授 ・考古学）

調査主任 千葉市加曽利貝塚博物館学芸員 ・

後藤和民（考古学）

調在員

千葉市加曽利貝塚博物館学芸職員（薬師寺崇

庄司克、市川勇）

芝山はにわ博物館学芸職員 （神山崇）

明治大学考古学専攻生（高木博彦、 宮入和博

田川良、松村恵司、石田広美、吉村進、葉

山茂英、吉田昇、宮崎貴夫、岡崎正雄、 高

田久代）

明治大学考古学研究部員（上川哲哉、石塚一

良、渡辺敬一、西村隆）

立正大学考古学専攻生（増田修、阿久津義雄

上坂悟、斎木勝、江川好英、真田広幸、渦

渕 、工藤竹久）

明治学院大学考古学研究部員 （大島正人、窪

田日出夫）

その他、川崎重工株式会社社員 ・増田誠蔵、

日本女子大学学生などの任意参加および補助

人夫 として十数名の参加を得た。
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第 1図 へたの台古墳群地形禎l；且図

第 2図 へたの台古墳群全景（南東上空より）
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(2) 調壺期間

まず、地表面において確認しうる古墳の墳丘部

およびその主体部の記録保存のために、第 1次予

備調査をおこない、その発掘成果に甚づき、周辺

部の台地全面における文化層の把握のために、第

2次予備調査をおこな った。それらの結果、発見

遺構や遺跡の性格などから 保存すべきか否かの

最終決断を下し、それによって調査の仕上げをお

こなうという方針を樹て、それに基づいて調査を

開始した。その結果、実際には次のような調査期

間を必要とし、当初の予定． 6ヶ月間が10ヶ月以

上に延長されたのである。

調荏開始昭和 44年10月1日

調査終了 昭和 45年 8月15日

伐採作業 44年 10月 1日～44年10月31日、

測薩調査 44年 10月28日～44年 11月15日、

古墳調査 44年11月 1日～45年 3月31日、

集落調査 45年 2月 1日～45年 6月30日、

城郭調査 45年 7月 1日～45年 7月31日、

整備作業 45年 8月 1日～45年 8月15日、

航空撮影 45年 8月15日、

(3) 地形測呈および墳丘部測呈

狭小な台地尾根部に相接して集合する円頃群の

立地や展開の様相を把握するため、縮尺 400分の

lの平板測量をおこない、明らかに墳丘を有する

古墳状遺構 8基を確認した。これらのうち、西側

の支谷に面するものは 5基（北から第 1号～第 5

号墳）、東側の支谷に偏するものは 3基（南から

第6号～第 8号墳）であった。

この地形測昼によって、 「へたの台」の中央 く

びれ部において、西側に 2ケ所、東側に 1ヶ所、

明らかに作意的な削平工事を加えたと判別できる

帯状のテラスがあり、それが中世城郭に伴う「腰

曲輪」．であることが確認された`。 とくに、舌状台

地の北西端には、井形土塁状の遺構があり、また

北東端には、腰曲輸が階段状に連らなり、一種の

「馬出し」状遺構が認められた。このにボたの台」

から仁戸名支谷を隔てた対岸には、城の腰城（註

9)、城山城（註 10)などがあり、西側小支谷を

隔てた対岸の月ノ木貝塚も、その縁辺に腰曲輸や

土塁状の遺構がある。おそ らく、この「へたの台」

は、月ノ木台とともに、中世における前衛的な

あるいは物見としての役割を果していた可能性が

充分にある。

次いで第 1号～第 8号頃の各渭丘部について

現状を正確に記録し、その形状・規模、その他後

世の崩壊・攪乱などによる変化を確認するため、

縮尺 50IJ%>1、等高線 (contour)25cmの精密

な平板測薩をおこな った。なお、以上の測量にお

いて、次の発掘調査におけるグリッド設定の基本

杭と併用させるため、ほぼ東西南北の経緯方眼に

よるトラバース原点を10m問隔に設定した。

(4) 墳丘部の発掘調査

今回の発掘は、完全破壊に先立つ最終的な記録

保存のための調査である。 したが って、従来のよ

うな予備的調査や主体部中心の調査に終るトレソ

チ発掘法は採用しなかった。むしろ、完全に消滅

するからこそ、台地全域の調査が完了するまで、

各墳fi:.相互の比較や再検討、あるいは修正調査が

可能となるように、墳丘中心から東、西、南、北

および、南東、南西、北西、北東の方向に、合計

8本の壁 (Section-Belt)を残して、その

間の墳土を全面に剃いでゆく、乎面発掘法を考案

した。もちろん、必要に応じて、その層序などの

予察のため、 トレンチをも併用した。

また、第 2号～第 8号頃の 7基は、相互にきわ

めて接近しているので、周溝などの切り合いによ

り、相互の築造時の前後関係が把握できる可能性

を予測して、それぞれの噴頂を結ぶ線上に、巾50

cm~壁 (Section -Be It)を設置した。

これらの Section-Beltは 主体部の位置

を確認した後は、その乎面発掘の作業に支障を来

たすので、随時断面図を記録した上で取りはずし

最終的には、再検討のために東、西、南、北 4本

の壁のみを残した。なお、この壁による断面的調

雀によって、各墳丘の構造過程を明確に把握でき

たことは、今回の調査の一つの成果であった。

なお、各古墳の墳丘部発掘における調査工程に

ついては、発掘の着手以前に、調在員との綿密な

打合協議をおこない、その調査に当っての問題意

識を確認し、それに基づく有効な方法として、調

査の各工程の順序と、その調査目標および具体的

な作業の方法について、一応の方針を樹てた。こ

れについては、煩雑を避けるため、筆者の作成し

た原案（第 1表）を挙げておく 。
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第 1表 古墳墳丘部発掘の＇調在工程と調査方法

調 査工程 調 杏 目 標 調 在 方 法

・墳丘部築造過程の断面的把握 墳頂中心点より、東・西・南・北・北東・

I.Sect ion-Belt •主体部位置の断面的把握 東南・南西・北西の方行に、巾 50cm 長

の 設 定 •原地形と墳丘との関係の把握 さ10~20mの壁を残こすべく設計する

2. 現表土層 ・表土層中にある遺物すべてを採集 Section-Beltを残して、その間の現表

の 除 去 ・墳丘築成時の表面状況の把握 士を平面的にはぐ o

3. 周 溝 部
・墳丘形態の確認 表土層の除去．墳裾部の平面発掘．ボーリ

•主体部位置の限界確認 ングおよび Section-Belt断面などによ
の 苧i各 主ロ

・周溝内全面の遺物すべてを採集 り周溝落込みを確認し、その内部を分層的

に平面発掘する

4. 主 体 部
•主体部位置の確認 Section-Belt間の分層的平面発掘と、

•主体部と墳丘全体との関係把握 Beltの断面的観察により位置を確認 8本
の 確 認

•主体部構造（租・棺形態)の確認 の Beltのうち、 主体部にかヽる有効壁

•主体部方位とレベル比高の計測 を選定し、それをできるだけ残す

5. 主 体 部
・麟態およびその遺構の確認 有効壁を残こし、主体部の平面調査に支障

発 掘
・棺形態．裏込粘土などの確認 のある beltは、断面図に記録の上最少限

の
・覆土および士躯辺乃確認 度に取りはらう 主体部の平面プラン確認

| 
・被葬者および副葬品の確認 の上、その位置を記録する。

•主体部と墳丘および原地形との 有効壁および、東・西・南・北のSection
6. 墳 丘 部

断面記録
関係を断面的に把握 -Belt側面に巾 lmのトレンチを設置しロ

・墳丘築成過程と主体部との関係 ーム甚盤までを堀り込み、その断面状況を

•主体部と周溝との関係 記録する（断面実測図．写実など）。

7. I日 表 土
・墳丘築成直前の旧地表面状況 旧表士における古墳設計プランの縄張り、

（フラソ設計．祭祀．生活面） 祭祀その他行事の痕跡を追求しつつ、墳丘
の 年E各 三ロ

の把握 築造時の平面的状況を観察する分層発掘。

・旧表上中の遺物．遺構の資料採集

1| 8. 全面発据

・墳丘上面．下面のあらゆる遺物 残った有効壁．東・西・南・北のSection

採集 -Beltすべてをその断面層位に従って分層

・再検討．修正調杏 発掘。
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第3図 NC.3古墳

の発掘状況

（南方ヨリ）

墳頂の凹凸状掘込

部分が主体部、ボ

ールの位置が周溝

を指す。

第 4図 NO. 4古墳

の発掘状況

（南方ヨリ）

主体部は墳頂では

なく、南側の周溝

がとぎれて土橋状

につき出した部分

に有り、棺状の痕

跡が 2ケ所に並行

して発見された。

第 5図 NO.6古墳

の発掘状況

（南方ヨリ）

主体部は墳丘のほ

ぼ中央に位置する

が、墳頂ではな く

封土下の旧地表面

から浅い土虹め頃掘

り込まれていた。
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第6図 NO. 3古墳の墳丘実測図（左） および

主体部（右）実測図

亨層:,・:-塊＿`＿`` 四匂

：＼―-―-―-三二／
第7図 NO. 4古墳の墳丘実測図（左）および、主体部

（右）の実測図
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第 8図 NO.6杜責の墳丘実測図（左）および、

主体部（右）の実測図
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(5) 住居址の発湘調査

8基の古墳のうち、第 1号墳のみが他の密接し

た墳丘群から隔絶しており、第 2号墳との間に約

5伽の間隙を有する。これは古墳群全体の展開か

らみてもいささか変則的である。むしろ、この中

間に、後世の削平などによって消滅した古墳が存

在した可能性もある。現に、その比較的平坦な空

間に、東西に走る土塁状の遺構があり、その一部

にやや小高く盛り上がった部分があった。

これらの状況から、調雀の万全を期するため、

墳丘と墳丘との間やその周辺部一帯の平坦部をも

調査の対象とし、その台地のほぼ全面にわたるト

レンチ調杏を実施した。その結果、墳丘部の周辺

から合計 5基の鬼高式期に属する竪穴住居址が発

見された。これらの住居址については、発見され

た時点において、おのおの東西・南北にクロスす

るSecti on-Be 1 tを設置し、その断面の状況

を記録しつつ平面発掘をおこなった。

(6) 古頃周辺の発掘調査

地形測星および台地全体の精密な踏壺により、

へたの台全体が中世において砦または物見として

利用された形跡がきわめて濃犀であることが判明

した。また、この台地の北側先端部には，縄文時

代の集落址「へたの台貝塚」が存在しているので

住居址や貯蔵穴などの関連遺構が分布している可

能性も大きい。

そこで、第 1号墳の東北部にひろがる平坦部、

紺 OmX60mの範囲に、 10mおきに巾 lm、長さ

平均40mのトレンチを、東北・南北に井ゲタ状に

組んで、合計 8本を設置し、lOmX10mの方形区

画を市松模様に 1つおきに平面発掘した。また、

中世の「馬出し」状遺構の確認のため、その部分

を縦断する巾 lm、長さ約60mのトレンチを東西

に2本設置して、その断面調査をおこなった。そ

噂果、縄文時代の集落関連遺構は調雀区の範囲

内ではなんら発見されなかったが、 「馬出し」状

遺構の一部と思われる階段状の工事跡を発見した

以上のような各種の調杏過程において、できう

る限り多角的な記録を止めるべく、あらゆる角度

から平面・断面の実測と写真撮影をおこなった。

なお、発掘調在の開始直前と完了直後には、航空

機による遺跡全体の空中撮影をおこなった。

N 調査結果の概要

以上のようなへたの台古墳の発湘調査およびそ

江召半なう周辺遺構の調在結果については、その発

掘資料や記録資料はぼう大な数と量におよんでい

る。現在、鋭意その整理をおこなっているが、そ

の資料の種類は多種多様にわたり、慎菫な調在研

究を必要とする。この正式な報告は、当然充分な

時間をかけて後日に期待せざるをえないし、その

本報告の分量もかなりの大部になることは確実で

ある。しかし、ここに一日も早く、発掘成果を公

表し、資料の活用・公開をはかるため、不完全な

がらも、その調査中において把握しえた内容につ

いて概略を紹介することは、博物館や公的機関に

おける一半の義務でもある。

したがって、以下の報告において、頁の制約も

あり、煩雑を避けるためにも、個々の遺物や遺構

に関する詳細な説明は割愛し、古墳群および住居

址群の全貌を把握し、その意義や性格に関する予

察を述べることを主眼とした。文化財保護の立場

からみて、残る同種・同類の古墳群に対する認識

のためには、それが現在における急務であると信

ずるからである。

1. 古墳群の様相

(1)各古育の墳丘部状態

当初、地表面における観察および地形測星によ

って、古墳あるいは古墳状遺溝として予測された

ものは、合計 8基であった。しかし、実際の発掘

調壺によって、確実に古貫であることを確認でき

たのは、そのうちの 5基にすぎず、 しかも明らか

に主体部を埋納していたものは、わずかに 4基の

みであった。

第 1号墳

頃丘部の直径 18.5m、周溝外側までの直径 27.7

mの円墳。墳頂の標高は 27.86m. 墳裾の現地表

面は平均 26.3mであるから、墳丘の高さは約 1.5 

mを測る。しかし、墳丘内に保存されている古墳

時代の旧地表面は、南側で27.2m.北側で26.94 

mを測り、盛土の部分高さはわずか lm足らずで

ある。項形も全体的に扁平であり、後世における

項頂部の削平の可能性が充分考えられる。

事実、渭頂より 8本のSection-Beltを設
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定して、徹底的に探索 したが、ついに主体部も、

明確な瑚溝も発見できなかった。ただ、後世の攪

乱や樹木の根などのため、確実なことはいえない

が、墳頂部に墓砿状遺構の痕跡と思われるものが

あり、その近くの表土層中から滑石製の模造鏡 l

片が発見されている。

第 2号墳

墳丘部直径 15.5m、周溝外縁直径 21.15mの円

墳。墳頂の標高30.58m現地表面は平均 28. Om。

旧地表面は南側で28.78m、北側で28.5mを測る。

内部主体は墳頂部にあり、墳頂から約 lmほど

の探さまで堀り込まれた土拡で、棺床部は、長さ

2.5 m、巾 0.7mである。副葬品として、鉄製直

刀 1振、刀子 2本、管玉 2個、切子玉 2個、ガラ

ス玉 68（固、鉄環 2個が発見された これらの出

土状態と、棺の木口に当る部分に築かれた粘土塊

の位置および棺床の底面が舟底形を屋することな

どから、これは割竹式の木棺直非であったと思わ

れる。

第 3号墳

墳丘部直径 18.4m、周溝外縁直径 27.5mの円墳。

墳頂の標高は 30.9m. 現地表面は平均 28.0mを測

る。すなわち墳丘の高さは現況では約 3mになる 。

しかし、旧地表面の標高は、南側で 28.7m. 北側

で28.8mを測り、盛土部の高さは約 2mとなる

主体部は墳頂部にあり、 長さ 2m、巾 0.5mの

土砿で、墳頂部から60~80cmほど堀り込まれ、そ

の底面は舟底形を呈する。中から鉄製直刀 1振、

刀子 2口、琥珀兵玉18顆が出土した。ゴ芯粘土塊の

散在状態から、割竹式の木棺直葬であったと思わ

れる。

第 4号墳

墳丘部直径 13.2m、周溝外縁直径 15.0mの円墳

で、その西端部が一部、道路のために切り崩され

ている。主体部をも つもののう ち最小の規模。

内部主体は墳丘裾部に設けられており、長さ、

2.2m、巾 65cmの土砿がそれと思わ凡その舟底

形を呈する棺床近くから、カラス小玉 170個だけ

が発見された。 しかし、それに並行して、周溝部

にテラス状に築かれた土段あるいは、その部分

だけ周溝が掘り残されたと思われる叩坦面があり

そこに長さ l.~m、巾 50cmの士9人が掘り込まれて

いる。やはり舟底形を呈する底面近くから、鉄梨

舟金具 2片と鉄鏃1片を発見した。これは、同一

被葬者の鉄製品だけを別にして届lj葬したのか、あ

るいは、その墳裾部や周溝上とい う位置から考え

て、すでにこの時期には、 1基の古墳中に 2体以

上の同時埋葬または追葬の慣習がはじまっていた

可能性もある。 しかし、この場合、副作品の区別

からみて、いずれ とも決しがたい。

第 6号墳

墳丘部直径 18.0m、周溝外縁直径 23.5mの円l1'(。

周溝部の深さは、これまでのものに比べて浅く、

墳丘部の高さも低い。墳頂部の標高は29.45m、

墳裾部の現地表は 26.5~ 27.6 m、旧地表面は 27.7

~27.9 mを測る。

内部主体は墳原部にも墳裾部にもなく、円形プ

ラソのほぼ中央部に、旧地表面から上に60~7(;:m

ほど盛り上げられた墳丘築成の中途の段階から、

約70~80crnほどの深さまで竪穴式草砿が堀り込ま

れている これは長さ 1.8m、巾 70cm、底部が舟

底形を呈 し、木口粘士の所在から木棺直葬 と思わ

れる，'副葬品としては、鉄製の直刀1振、剣 1振

刀子十数本が協出されたが、 装身具顆は 1切発見

されなかった。

なお、第 5号、第 7号および第 8号は、 L且径 3

~7mの小別の円形を呈する塚で、いずれも主体

部が発見されず、しかも 周溝部がほとんどロ ーム

層にまで達しないほど浅か ったとみえ、その形状

は確認できなかった。しかも、墳丘部の盛土中か

らも、 ローム層のt塊などが発見されず、ほとん

どが腐食した有磯質土から成 っていた。これはお

そらく 、竹時の間辺の表土などをかき寄せて積み

上げただけのもので、周溝はまたf屈り込まれず、

そのローム質tなどを盛り上げていない状態のも

のと思われる。

(2) 各墳丘部の断面的状況

各号の墳丘部における旧地表面、その上に載せ

られた盛土の状況、および1日地表下の自然堆積層

の状態などは、厳密にいえばそれぞれ傲妙な相異

がみられるが、全体的に概観すると、一つの共通

した紺1向が捉えられる。これについて、いま、一

般的なl情序関係を捉えながら、その各料の特徴と

出土逍物について簡単に触れてお きたい。なお、

盛土の七木技術的な問題については、V1の総括の

ところでまとめて倫ずることにしたいn
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第 9図 NO. 2古墳の南北トレンチ断面図 (a-b)

第 10図NO. 3古墳の東西トレンチ断面図 (a-b) 

第 11図 NO. 4古墳の東西トレ｀ノチ断面図 (a-b) 

b 

第 12図 NO. 6古墳の南北トレソチ断面図 (a-b)

b 

＜凡例〉

0自然堆積層（周溝内堆積層も含む）

1表土層

II黒色土層

II|黒瑞色土層

IV暗矯色土層

vソフトローム層

VIハードローム層

V11ロームを含む黒掲色土層

暉ローム、黒土粒を含む黒福色土層

rx黒色砂層

-1 0-

xロームを含む暗褐色土層

XI掲色土層

XIIロームを含む褐色土層

加黄矯色土層

0墳丘部盛土

1黒矯色土層



文
三ー 90

三＿ ， ― ーニ

z 

2ロームと黒土粒を含む黒掲色土層

3暗揚色土層

4黒土粒を含む暗福色土層

5ロームを含む暗椙色土層

6ロームと黒土粒を含む暗掲色土層

7椙色土 層

-11-

標高29m
- ----

疇

a 

櫓高29~

標高29m a 

標高29m

5m 

8ソフトロームを主とする褐色土層

9ソフトロームを主とし、ハードロー

ムを含む揚色土層

10ロームと黒土粒を含む椙色土層

11ロームプロックを含む黄矯色土層

.. 



イ， 現表土

木の根や雑草およびそれらの自然風化による腐

蝕攪乱土層で、黒渇色を呈し、乾燥してばさばさし

ていて、その堆積は柔軟である。一般には、鬼高

期の土師器、須恵器の破片、時には縄文早期・茅

山期の土器片を少呈含んでいる。

ロ，盛土

墳丘部の主体となる人為的に構築された土層、

築造の際、まず周辺部の旧表土を削ってかき寄せ

その後に周溝部を穿さくしたローム層などを、そ

の上に積み上げたものと思われる。腐蝕土層、黒

色有機質土層、黒渇色土層、茜渇色土層（ソフト

ローム）、茶渇色土層（ハード・ローム）など、

それに、これらの組合せによって無数のバラエテ

イをもった混合土層が、 20~30層にわたって複雑

に重塁している。鬼高期の土師器および須恵器の

破片、中には、縄文早期～後期の土器片がわずか

に混入している。

ハ，周溝内堆積晉

古墳築成後、長年にわたって、落葉や草木など

が腐蝕して堆積したり、多少、墳丘の崩壊した土

などが混入したと思われる黒色有機質土層。この

層堆積にはほとんど人為的な乱れがみられず、プ

ライマリーな状態を保っている。遺物は比較的少

なく、鬼高期の土師器破片が主で、 3号墳の周溝

からは、完形の碗形土器が 1筒出土している。

ニ、墳裾部堆積層

周満内に黒色有機質土が堆積した後、 さらに風

雨や自然風化によって盛土が崩壊し、墳丘裾部に

堆積したもの。暗褐色土層、この層からは、鬼高

期の土師器破片がごくわずかに出土するのみ。

ポ、 1日地表土

古墳策造時の地表面、土質の均質な黒色有機質

士層。この旧地表は、墳丘の盛土直下にのみ残存

しており、その周辺部には全く見出されない。こ

れは、周辺部の旧地表土はすでに削られ、かき寄

せられて、墳丘のベースに積み上げられたものと

思われる。この層からは、完形に近い鬼高期の土

師器あるいは焼土などの焚火址が発見されている。

へ、縄文時代文化層

暗渇色の均質な士層、縄文早期（茅山式）から

前期（関山式）までの各時期¢士器が少贔づつ出

土している。第 3号墳の墳丘中央部に、関山式期

の堅穴住居址 1基が埋没しているのを発見した。

ト 自然堆積層

この台地の基盤をなすもので、黄喝色土層（ソ

フト・ローム）と茶渇色上層（ハード・ローム）

人工的な遺構で、これ以上深く堀り込んだものは

認められなかった。このローム層中からは、人工

的な遺物は一切発見されなかった。

2, 住居址群の様相

第 1号墳と第 2号墳との問から 2基、第 2号墳

の東側から第 6号墳の北側にかけて 3基、合計 5

基の竪穴住居址が発見された。いずれも、古墳時

代後期の鬼高式に属するもので、そのうち、 3基

の住居址が火災に遭ったと思われ、床面上に焼土

や炭化物が散乱していた。住居址の番号は、その

発見順序に従ってつけた。

第 1号住居址

5.6 X 5. 5 mのほぼ正方形を星する竪穴式住居

で、壁の立ち上りは、現存範囲で 15~25cm,:.の

住居址の立地する台地の尾根部は、南から北に向

ってゆるやかに傾斜しているが、住居址の床面は

ほぼ水平に築かれている。主柱穴は 4隅に 1口づ

つの計 4口、直径 30~40cmの円形で、深さ60~80

cm、ほぼ等間隔に配置されていた。

住居址の西南隅に柱状の炭火物と、 lmX2m 

の範囲に薄い焼土層が残存していたが、床面より

5~10cmほど浮いており、床面上には、炉やカマ

ドのあった痕跡は認められなかった、 しかし、床

面上からは、壺形土器 7個、高杯形土器 6個、坪

形士器 5個、その他多数の破片が出土した。それ

らは、いずれも士師式土器で鬼高式に属する。

このほか、南側の壁中央部に接して、南北60cm

東西 lmの長方形を呈する貯蔵穴が発見され、そ

の中からは、壺形土器 1個、高外形土器 1個、深

鉢形土器 1個、甑 1個が出士した。また、西北隅

の柱穴に接して、石器が 1個発見されている。

窄 2号住居址

第 1号墳の墳裾からわずか10m厄どの位置忙あ

り、 1辺約 5.1mの正方形を呈し、 4隅に直径15

~20cm、深さ 80cm前後の円形の主柱穴を有する。

北側の壁の中央よりやや東寄りの位置に、砂質粘

土で築かれたカマドがあり、東南隅の壁に接して

60Xl30cm深さ 70cmG'J肩円形を呈する貯蔵穴が

伴っていた。このカマドの位置から、 この住居址

の主軸はほぼ北東を指している。
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第 14図第 3号住居址の全景（上） と住居址実測図

第 15図へたの台遺跡出土の土器

（上）高杯形土器 第2号住居址出土

（右）壺形士器 第 1号住居址出土
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なお、この床面上には、全面にわたっておびた

だしい量の炭火物 と焼土が充満しており、とくに

東半部においては、太さ 10---l5 cm、長さ50~120

cmの柱状の炭化物が、放射状忙集中していた。 そ

の中心部妬は、直径 1.5mの範囲代、厚さ 10~15

cmの焼土が堆積していた（第 13図 ）。

この住居址からは、大型甕形土器 1個、高介形

土器 1個、その他破片が少量出土したのみで、第

1号住居址匠比べると、出土遺物が食わめて少な

ぃ。土器以外では、滑石製小玉 1個、士製紡錘車

破片 1個などがあ る。これ らの遺物によって、こ

の住居址が鬼高式期に属することが確認された。

第 5号住居址

第 6号墳の北側約10mの位置代あり 、明 らかに

第 7号墳の墳士の下から発見された。 1辺約4.2m

の正方形を尾する竪穴式で、その四隅匠直径 20~

40cm、深さ40~60cmの主柱穴、南東隅妬直径約 80

cm、深さ約6()cmの貯蔵穴を伴 う。カマドは不明。

床面上には、 全面にわたって焼土や炭化物が堆

積していたが、この住居址には炉もカマドも認め

られなかった。三方に周溝が認められたが、その

欠けている南側が出入口であったと思われる。

この住居址は 5墓のうち もっとも規模が小 さく 、

伴出遺物も乏しい。しかし、床面上化散乱する土

器片忙よって、この住居址が鬼高式期侭属するこ

とは確実である。

第 4号住居址

1辺5.3mの正方形を呈する竪穴式住居址で、 4

隅に直径20~5()cm、深さ約 40cmの主柱穴があり、

その東隅に直径約 1.5m、深さ約 60cmのほぼ円筒

状を足する貯蔵穴を伴っている。なお、北側の壁

面中央部妬カマドを構築した跡が歴然と残っでへる。

このカマドの位置から、この住居址の主軸を求め

ると、ほぼ北北東を指している。ほかの住居址が

ほとんど共通して主軸を北侭向けているの忙比し

て、この第 4号住居址だけがやと異っている点が

注目される。そして、カマドのある北面以外の全

面忙周溝がめぐ らされていた。

床面上には、焼土、灰および炭化物がかなり厚

く、 しかも乱脈ながらもそれらが互層をなして堆

積していた。偶発的な火災 という よりは、 むしろ

作為的な焼却を思わせる状態であった。ク不、高牙、

甕、壺などの大型破片が、床面上忙散乱していた

が、完形品は 1個も なかった。 これらの士器片匠

よって、この住居址が鬼高式期に属することが確

認できた。

第 5号住居址

一辺 5.8mのほぼ正方形を呈する竪穴式で、北

側の壁面中央部忙カマドがあった痕跡があ り、 4

隅に直径 20~40cm、深さ50~7()cmの主柱穴があり、

北面以外の全面忙周溝がめぐっていたと思われる。

ところが、この舌状台地の中央部に縦走する 2条

の溝状遺構があり、それがこの住居址の西半部を

切断しているため、一部不明となっている。なお、

この住居址の東南隅にも貯蔵穴が伴なっていたら

しい痕跡力認められてい る。

この床面上からも、多少の焼土、灰、炭化物な

どが発見され、士器片が散在していたが、溝状遺

構のためかな り攪乱されており 、明確なところは

わからない。その土器片匠よって、この住居址も

鬼高式期妬属することだけは確認できた。

4. 溝状遺構

この古墳群および住居址群の展開する舌状台地

尾根部の中央に、ローム層まで掘込んだ巾 2.5 m 

深さ平均0.4 mの2条の溝が 3~4mの間隙を保

ちつヽ、南西から北東妬向って走っており、それ

が、東側の谷頭から台地忙向って肖1Jり込まれた、

巾約 20mの階段状遺構匠つながっている。それが

さらに、台地の東側縁辺に構築された「腰曲輪」

状遺構忙つながり、その先端に「馬出し」状の遺

構がみられる。

この 2条の溝状遺構の溝の中には、約 2m間隔

に柱穴が穿たれており、おそ らく 珊木のための抗

が打ち込まれていたものと思われる。この 2条の

溝の間隔からみて、馬が 1列にやっと通れる巾で

あり、その先端が「腰曲輪」や「馬出し」とつな

がっている点からみて、 「馬寄せ」のための珊木

溝であった可能性が大ぎい。しかも、先に述べた

「階段状」遺構は、この台地の一つの「＜びれ部」

(neck) をなすものであり、それを縦断するト

レンチ調査の結果、天目茶碗の破片なども発見さ

れている。したがって、この舌状台地全体が中世

における一種の「物見」 か 「砦」の役割を果した

城郭関係遺跡であった可能性が充分に考えられる。

このことについては、後日、本報告において改め

て詳述するので、ことではこれ以上触れないこと

にしたい。
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V、考察

今回の発掘忙よって得られた調査成果忙ついて、

注だ十分な資料整理や分析的調究が終っていない

ので、ここに結論的な考察は極力避けたい。しか

し、発掘調査を担当した者の義務として、調査中

の問題意識や研究態度を表明するため忙も、ここ

忙、調査成果に関する二、三の問題点を指摘して、

向後の参考忙供したいと思う。

l． 古墳群展開の様相

当初の表面的観察やボーリング忙よる予備調査

の時点では、第 2号～第 8号墳のいくつかは、相

互の周溝の切合いにより、その築造年代に多少の

前後が認められるものと推察された。ところが、

各墳丘相互を結ぶ Sect i on-Be I t の断面的

観察や、周溝部の全面発掘の結果、周溝相互の切

合いは主ったくみられず、本古墳群の中で、もっ

とも規模が大食くもっとも接近し合っている第 2

号墳と第 3号墳忙おいてさえ、相互の周溝間に約

l mほど間隙を残しているという事実を確認した。

このことは、各古墳の築造忙当って、逐次無計

画忙選地したものではなく、当初よりあらかじめ

第 2号より第 8号墳までを槃造すべく計画設計が

なされていた可能性を物語っている。したがって、

いまおのおのの古墳の被葬者の埋葬時期を別にし

て、単に墳丘自体の築造年代にのみ限ってみるな

らば、これらの墳丘が低ぼ同時期忙属するもので

あった可能性も十分考えられるのである。

一般に、古墳の所属年代とは、その被葬者の埋

葬およびその葬送・祭祀がおこなわれた年代をい

うのであるが、その時期と墳丘自体の築成の時期

とが、必ずしも常忙一致するとは限らない。ここ

に墳丘築造の士木的な問題が提示されるのである。

2, 墳丘築造の士木的技術

本古墳群の墳丘部周辺忙は、いかに多くのトレ

ンチを設定してみても、古墳築造時忙おける旧表

土は、いずこ忙も発見されず、ただ各墳丘部の内

部、盛士の下面においてのみ、わずかに認められ

る忙すぎない。しかも、これら墳丘下忙保存され

ている旧地表をつなげてみると、その地形は至っ

て平坦であり、現地表面とほぼ乎行しており、し

かも、現地表面より平均約 1m低ど高いレベルを

示しているのである。

これは、これらの墳丘築造に当って、古墳の計

画プランの縄張りを決めたのち、その周辺をかな

り広範囲にわたって削り、その士を掻食集めて盛

り上げたものと思われる。現在、それらの古墳の

周溝部は、現地表面と同一レペルまたはそれ以上

に埋まっているが、その土は、断面的調倉の結果、

おもに墳丘部の崩壊流人によるものであることが

判明した。このように、墳丘部表面の士だけで、

すでに周溝部が平坦に埋まり、なおかつ現状のよ

うな墳丘の高主りを残しているということは、当

然、周溝以外のところから盛土が運ばれたと考え

ざるをえない。

このような墳丘部の築造過程忙ついては、各古

墳ごとに設置した 8本づつの Sect i on-Be 1 t 

による徹底的な断面調査によって、ぎわめて重要

な事実を確認することができた。すなわち、複雑

に重畳する盛土の各プロック状の堆積土を分析し

た結果、その20~30層におよぶ各プロックの士質

が、周辺部の自然堆積層の単独および混合による

ものであることが判明した。しかも、その築造過

程をみると、墳丘の計画プランは、周溝部と同時

忙、その内側の旧地表面上忙、もう一つの同心円

形の縄張りが引かれ、主ずその外側周辺の旧表土

が削られ、その士が内側プランの縁辺から積み上

げられている。しかも常に、外緑部から内側中央

部へとスリバチ状忙流し込まれている。これは墳

丘部表面の崩壊を防ぐため、その縁辺をつ食かた

めたものと思われる。そして、周溝部のもっとも

深く掘り込まれた、関東ローム層はもっとも最終

的忙、墳丘の中心である墳頂部忙盛り上げられ、

それが主体部を載せるベースをなしている。

従来古墳は、設計プラノの法量忙合せて、まず

周溝部から掘りはじめ、その士を内側忙盛り上げ

て、一旦墳丘全体を完成させてから、その墳頂部

なりを再び穿堅して、改めて主体部を埋納するも

のと考えられて含た。ここては、むしろ逆である。

主体部埋納時忙は、墳頂部はスリバチ状または台

形を呈し、その上に主体部を安置してから、はじ

めて周溝部が掘られ、その士が墳頂部に盛り上げ

られる。すなわち、周溝も主体部も発見されなか

った第 5号、第 7号および第 8号は、主だ被葬者

が埋葬される以前の状態であると思われる。
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第 2表へたの古墳群の概要

No. 形態
規模(m)

主体部構造 副葬品および出 土 遺物
直径X高

I 円形 1 8.5X 1.2 不 明 滑石製模造鏡 l

2 円形 1 5.5X2.6 竪穴式土拡 直刀 1、刀子 2、鉄製環2、碧玉製管玉 2、
木棺直葬 水昌切子玉 3、 ガラス小玉 68

3 円形 1 8.4X2.9 竪穴式土拡
直刀 1、刀子 2、琥J:白柔玉 18

木棺直葬

4 円形 1 3.2X 1.8 竪穴式土拡
鉄製轡金具2、鉄嵌1、ガラス小玉 170

木棺直葬

5 円形 6.0X0.8 不 明 な し

6 円形 18.0Xl.8 竪穴式土絋
直刀 3、刀子 10数本

木棺直葬

7 円形 7.0X0.8 不 明 な し

第 3表へたの台遺跡発見の住居址一覧

No. 
規模 (m) 柱穴

周溝 炉址
長径 X短径 （口）

1 5. 6 X 5.5 4 な し な し

2 5.2 X 5. 1 4 な し カマド

3 4.2X4.2 4 量欠 不明

4 5.3X5.3 4 全周 カマド

5 5.8 X 5. 8 4 半周 カマド

5叩

第1鉛り へたの台遺跡出土の土器実測図

伴出遺物 所（属時期
型式）

壺、甕、外、高外
鬼 高

甑

甕、高汗、滑石製
鬼 高

小玉、紡錘車

土師器片 鬼 潰

土師器片 鬼 高

士師器片 鬼 高

,_, -・ : ~ 
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所 属 時期

不 明

後期（鬼高）

後期（鬼扁）

後期（鬼高）

不 明

後期（鬼高）

不 明

備 考

貯蔵穴あり

貯蔵穴あり

貯蔵穴あり

貯蔵穴あり

貯蔵穴あり

（上）第 2号住居址、（右）第 1号住居址出士
0 10四
l ↑ I 
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3. 古噴群内の住居址群
〔脚註〕

(1) 武田宗久「古項時代」 『千葉市誌l 千葉市

この「へたの台」の尾根部は、元来、 8基の古 （昭和 28年）

墳を築造するだけでさえ、あまりに狭小でありな （2) 中村恵次・市毛勲「千葉市中原古墳群調査報

がら、その古墳の墳丘と墳丘のわずかな間隙を選 告」『古代』 37号、早稲田大学（昭和 36年）

んで、 5甚の竪穴住居址が展開しているのてある。 (3) 平野元三郎ぼか「上総士気舟塚古墳の調査」

しかも、第 1号墳は時期不明であるが、第 2号墳、

第 3号墳、第 4号墳および第 5号墳は、いずれも

鬼高式期に属するものと推定され、この 5基の住

居址とぼぼ同時期に存在したと思われる。

元来、古墳群の所在する台地は、慕域あるいは

明域として、日常生活を営む集落立地とは厳格忙

区別されていると考えられて食た。そのような先

入観から、古墳群の所在する台地においては、従

来噴丘自体の発掘調査はおこなわれても、その周

辺の台地平坦部が調査されたことは、いまだかっ

てなかったのである。

しかし、最近、筆者らの踏杏によると、むしろ

占噴時代後期の群集墳は、同時期の集落の近辺注

たは周辺部忙あり、古墳群と集落とは密接な位置

［こある。たとえば、東寺山占墳群と稲城台遺跡お

よび西前原遺跡、庚塚古墳群と藤葉遺跡、榎作古

墳群と榎作遺跡、化とな古噴群と高根田遺跡、上

赤塚古墳群と＿I::.赤塚遺跡、八人塚古噴群と亀甲遺

跡、六通古墳群と六通辺田遺跡、大野古墳と美濃

戸遺跡、東大野古墳群と東大野遺跡、城楽台古墳

群と向房遺跡など、千葉市内の例だけでも枚挙に

いと主がない。中には、大宮町の緞冶屋台古墳の

ように、一つの台地において中央部に鍛冶屋台遺

跡という巨大な集落があり、その周辺部に匠ぼ同

時の古墳群か展開している場合もある。

しかし、この連称にぷいては、古墳群の中に住

居址群が混在しており、これを集落とするには、

その生活空間があ主り侭狭小である。しかも、古

墳群の存在忙よって、日照や通風が悪く、生活環

境がぎわめて悪い。このような類例は、ほかの古

墳群においてはまだ 1例も発見されていないが、

この場合、 これらの住居址群は、その数が主体部

を有する古墳の数と一致すること、その大半が作

為的忙焼含払われていることなどから、日常の生

活の場と考えるよりは、むしろ古項築造と直接関

係のある、土エ人夫の飯場や番小屋、あるいは、

被葬者の「もがりや」と考えるべ合であろう。

（千葉市加曽利貝塚博物館・学芸員）

『日本考古学協会昭和39年度大会研究発表要旨J
（昭和 39年）

中村恵次「千葉県山武郡士気町舟塚古墳の調

杏」『古代』 48号早稲田大学（昭和 42年）

中村恵次．市毛勲「f葉県山武郡土気舟塚古墳」

『日本考古学年報』 17 東京（昭和 44年）

(4) 武田宗久「千葉市今井町孤塚古墳」 『千葉県

遺跡調査報告暑」 千葉県教育委員会（昭和 40) 

(5) 「本古墳は既に明治24年 9月に発掘され、内

部忙所在した遺物の多くは間もなく散失してし

主った模様で、其の品目、出士状態などは明瞭

でない。但し当時の七地所有者たる千葉寺町大

塚留次郎氏宅VCは、太刀 1振に変形加工を施し

たものがあり、又筆者等が調杏した際に、石室

の床面より 1 体分の人類遺骸、琥珀製棗~3 頓、

鉄製馬具破片若干が発見された」という（註 1)。

(6) 武田宗久「千葉県千葉市七廻塚古墳」 『日本

考古学年報』 11 東京（昭和 38年）

(7) 後藤和民「千葉市加曽利町兼坂古墳発掘調査

概報」 『貝塚博物館紀要」創刊号、千葉市加曽

利貝塚t専物館（昭和 43年）

(8) 後藤和民「千葉市加曽利町新山古墳群発堀調

査概報」 『貝塚博物館紀要』創fl~ 千葉市加

曽利貝塚博物館（昭和 43年）

(9) 城の腰城 大宮町字城ノ腰、宮ノ前、上和田

および青柳に所在する中世城郭で、一つの舌状

台地の全域にわたって占地。平山城、丘陵台地

上連郭式に属し、土漿、空堀、腰曲輪などの遺

構が現存。一説忙板倉筑前の居城という。

(1.0 城山城大宮町字近江谷、俗称「城山」に所

在。舌状台地の全域匠わたって占地する平山城、

丘陵台地上連郭式に属する中世城狐此二重七堪、

空堀、腰曲輪などの遺構が遺存する。一説に坂

尾五郎冶の居城という。なお、現在の栄福寺は、

かって坂尾互郎治の居館であったものを、妙見

堂の移転のためVC寄進したという。
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